
 

2020 年度体育心理学専門領域総会 議事次第 
日時：2020 年 11 月 28 日（土）17:30～18:00 
会場：web 会議システムによるオンライン開催 

Ⅰ．開会の辞 
Ⅱ．会長挨拶 
Ⅲ．議長選出 
Ⅳ．報告事項 
１．2020 年度事業について 

(1) 理事会（事務局） 
2020 年 3 月 31 日（土）第 1 回理事会開催 
2020 年 11 月 28 日（土）第 2 回理事会開催、新旧理事の会開催 

(2) 体育心理学専門領域会報第 32 号発行（2020 年 8 月 7 日付） 
(3) 2020 横浜スポーツ学術会議のシンポジウム実施（スポーツ心理学会との合同企画）〈資料１〉 
(4) 2020 横浜スポーツ学術会議の若手研究者参加支援 
(5) 研究会/社会貢献活動支援 
(6) 会員異動（庶務･会計委員会） 

2020 年 3 月の会員数：642 名 
2019 年 3 月の会員数：662 名 

(7) 体育心理学専門領域とスポーツ心理学会の統合に関する検討 
２．2021 年度名誉会員の推薦について 
日本体育学会より 2021 年度名誉会員の推薦依頼があり、体育心理学専門領域より以下の先生方を該当者

として推薦した。 
氏名（敬称略） 役員歴 

 岡澤祥訓 
 

平成 19, 20 年度代議員、平成 21, 22 年度代議員、平成 23, 24 年度代議員、 
平成 25, 26 年度代議員 

 山崎 健 平成 7, 8 年度評議員、平成 9, 10 年度評議員、平成 13, 14 年度評議員 
３．2021～2022年度日本体育学会専門領域選出代議員選挙の結果 

体育心理学専門領域会員によるオンライン選挙の結果、以下の３名の先生方が代議員に選出された。 
荒木香織 
工藤和俊 
山本裕二 

４．2021～2022年度日本体育学会理事（専門領域選出）選挙の結果 

日本体育学会代議員によるオンライン選挙の結果、以下の２名の先生方が日本体育学会理事（専門領域

選出）に選出された。 
荒木香織 
山本裕二 

５．日本体育学会応用（領域横断）研究部会委員の推薦について 
日本体育学会より応用（領域横断）研究部会委員の推薦依頼があり、以下の先生方を推薦した。 

研究部会名称 候補者名 
スポーツ文化研究部会 山崎史恵 
学校保健体育研究部会 木島章文 



 

競技スポーツ研究部会 荒井弘和 
生涯スポーツ研究部会 上野耕平 
健康福祉研究部会 樋口貴広 

６．体育心理学専門領域役員選挙の結果 〈資料２〉 
７．日本体育学会第 71 回大会 
 期日：2021 年 9 月 7 日（火）～9 日（木） 場所：筑波大学 
８．その他 
Ⅴ．審議事項 
１．2019 年度（令和元年度）収支決算報告〈資料３〉 
２．2020 年度予算・補正予算〈資料４〉 
３．会則改定について〈資料５〉 
４．2021～2022 年度役員〈資料６〉 
※資料６につきましては、会則改定の承認が前提となりますことから、当日配布とさせて頂きます。 

５．2021 年度事業計画 
(1) 日本体育学会第 71 回大会の体育心理学専門領域の企画・運営 
(2) 体育心理学専門領域学術/社会貢献企画（スポーツ心理学会との合同シンポジウム等） 
(3) 体育心理学専門領域会報第 33 号の発行 
(4) 理事会（4 月頃，9 月） 
(5) 総会（9 月） 
(6) 体育学会への若手研究者参加支援 
(7) 研究会/社会貢献活動支援 
(8) 体育心理学専門領域とスポーツ心理学会の統合に関する検討 
(9) その他 

６．2021 年度予算〈資料７〉 
７．その他 
Ⅵ．議長退席 
Ⅶ．閉会の辞 
 
 



資料１ 

 

 

2020 横浜スポーツ学術会議 

 

General Symposium 

W04-PS04: Perception and action of skilled athletes: Towards neuro-cognitive enhancement of sports performance 

Chair Kazutoshi Kudo The University of Tokyo 

Symposiast 1 
Kazutoshi Kudo The University of Tokyo 

Embodied and embedded structure of skilled human performance 

Symposiast 2 
Thomas Schack Bielefeld University, Germany 

Mental representation and learning - from experimental research to assistive systems 

Symposiast 3 
Hiroki Nakamoto National Institute of Fitness and Sports in Kanoya 

Road to development of mechanism-based assessment-treatment system for perceptual-cognitive skills 

 

W04-PS05: Sport Psychology in Action: Opportunities and Challenges in Support of Performance Excellence 

Chair Hiroshi Sekiya Hiroshima University; MC, International Society of Sport Psychology 

Symposiast 1 
Yasuhisa Tachiya  Japan Institute of Sports Sciences 

Measures Against Host Country Pressure at JISS for TOKYO 2020 Olympics and Paralympics 

Symposiast 2 
Takuya Endo Japan Institute of Sports Sciences 

Psychological Support on Japanese National Teams at JISS for TOKYO 2020 Olympics and Paralympics  

Symposiast 3 
Maria Luisa M. Guinto  

University of the Philippines, Diliman, Philippines; MC, Asian 
South-Pacific Association of Sport Psychology  

Walk the Talk: Self-Care as Moral Obligation in Sport Psychology Practice  

 



資料２ 

体育心理学専門領域 役員選挙結果報告 
 
開票日  2020 年 7 月 17 日（金）20:00－21:00 
開票場所 オンライン選挙により web 上で実施 
立会人  工藤和俊・國部雅大・奥村基生・宮田紘平 
 
正会員数 596 名，投票用紙送付 590 名 
会長選挙：投票総数 80（投票率 13.6％），有効投票数 80，無効票 0，白票 0 
理事選挙：投票総数 81（投票率 13.7％），有効投票数 388，無効票 0，白票 17 
 
選挙結果（以下、敬称略） 
 
会長 

順位  氏名      票数 
1 位 山本 裕二 20 
2 位 土屋 裕睦 9 
3 位 阿江 美恵子 8 
4 位 関矢 寛史 7 
5 位 工藤 和俊 4 
6 位 荒木 香織 3 
6 位 伊藤 豊彦 3 
6 位 杉山 佳生 3 
6 位 高橋 正則 3 
6 位 中込 四郎 3 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事 

順位  氏名      票数 
1 位 荒井 弘和 18 
2 位 木島 章文 14 
3 位 関矢 寛史 13 
4 位 田中 美吏 12 
5 位 坂入 洋右 11 
5 位 土屋 裕睦 11 
5 位 中本 浩揮 11 
8 位 小谷 泰則 10（辞退） 
8 位 杉山 佳生 10 
8 位 菅生 貴之 10 
11 位 兄井 彰 9 
 
  
   
 
 
 



kudo
タイプライターテキスト
資料３



資料４

○収入の部

款 項目 予算案 補正予算案 差額 備考

・前年度繰越金 220,766 346,037 △ 125,271

・年度会費 1,254,000 1,250,000 4,000 2千円×625名

・郵便貯金（利息） 5 5 0

・体育学会専門領域補助金 144,078 143,583 495

・特別会計予算より 0 0

・令和3・4年度代議員選挙発送費 78,720 0 78,720

・当期収入合計（Ａ） 1,476,803 1,393,588 83,215

○収入合計（Ｂ） 1,697,569 1,739,625 △ 42,056

　

○支出の部

款 項目 予算案 補正予算案 差額 備考

・専門領域会報関連費用 小計 520,000 350,000 170,000 第32号発行および第33号作成

印刷費 240,000 120,000 120,000

会報送料 110,000 20,000 90,000

原稿料 120,000 180,000 △ 60,000

会報送付用封筒代 30,000 20,000 10,000

謝礼（会報発行作業補助） 20,000 10,000 10,000

・学会大会等関連経費 小計 220,000 220,000 0 合同シンポジウム

司会・演者謝礼・会場費 100,000 100,000 0

会員外交通費補助 20,000 0 20,000 非会員・専門領域非会員対象

横浜スポーツ学術会議 0 130,000 △ 130,000

セミナー（プレ、ランチョン）費用 0 0 0 今年度セミナーなし

大学院生参加助成 100,000 100,000 0 横浜スポーツ学術会議参加助成

・研究会/社会貢献活動支援費 研究会/社会貢献活動の支援 100,000 200,000 △ 100,000

・記念事業積立金 各種記念事業のための積立費用 200,000 200,000 0

・令和3・4年度役員選挙実施費 郵送費，色紙代，文具等 100,000 200,000 △ 100,000

・事務局事務費 文具、コピー費等 50,000 2,000 48,000

・会議費 理事会，委員会開催費用 320,000 320,000 0 旅費交通費・弁当代等

・広報費 HPの管理・充実のための費用 50,000 20,000 30,000

・通信費 会員・専門領域役員連絡費等 5,000 0 5,000

・当期支出合計（Ｃ） 1,565,000 1,512,000 53,000

・予備費（Ｂ）－（Ｃ） 132,569 227,625 △ 95,056

○支出合計 1,697,569 1,739,625 △ 42,056

△は超過

○収入の部

款 項目 予算案 補正予算案 差額 備考

・前年度繰越金 1,200,017 1,200,023 △ 6

・記念事業積立金 200,000 200,000 0

・郵便貯金（利息） 7 7 0

・当期収入合計（Ａ） 200,007 200,007 0

○収入合計（Ｂ） 1,400,024 1,400,030 △ 6

○支出の部

款 年度 予算案 補正予算案 差額 備考

・記念事業費用 0 0 0

・当期支出合計（Ｃ） 0 0 0

・予備費（Ｂ）－（Ｃ） 1,400,024 1,400,030 △ 6

○支出合計 1,400,024 1,400,030 △ 6

△は超過

2020年(令和2年)度補正予算案（修正版）

令和2年度予算案（自 令和2年4月　　至 令和3年3月）

令和2年(2020年)度特別会計予算案（自 令和2年4月　　至 令和3年3月）



資料 
体育心理学専門領域会則 

第1条 本会は，体育心理学専門領域と称する． 

第2条 本会は，体育・スポーツ心理学研究の発展のため，会員の研究発表の場を提供するとともに他の研

究領域と融合した企画を推進し，会員の研究と実践の促進に寄与することを目的とする． 

第3条  本会は，第2条の目的を達成するために次の事業を行なう． 

（1） 研究会の開催 

（2） 会報の発行 

（3） 会員の研究に資する国内，国外の情報収集と紹介 

（4） その他，本会の目的に資する事業 

第4条 本会の会員は，本会の趣旨に賛同する者で，会費を納入した者とする． 

第5条 本会に次の役員を置く． 

（1） 会長 1 名 

（2） 理事 12 名 

（3） 監事 2 名 

第6条 役員の選出は，次の方法で行なう．ただし，末位が同数の場合は抽選とする． 

（1） 会長は，会員の単記無記名投票による最多得票者とする． 

（2） 理事は，会員の5名連記無記名投票による得票上位者10名とする． 

選挙とは別に会員の中から庶務・会計を担当する理事2名を会長が委嘱することができる． 

（3） 理事長は，理事の互選によって選出する． 

（4） 事務局は理事長および庶務･会計担当理事で構成する． 

（5） 監事は，会員の中から会長が委嘱する． 

第7条  会長および理事の任期は，4月1日より翌々年の3月31日までの2年間とし，2期の重任を限度と 

する． 

ただし，理事の2期目に理事長に選出された場合は3期を重任限度とする． 

第8条 本会に理事会を置き，会長および理事でもって構成する． 

第9条 理事会には，業務を円滑に遂行するため，次の委員会を置く． 

学会大会委員会，企画委員会，広報委員会，庶務・会計委員会 

第10条 会務を補佐するため，会長の指名により幹事若干名を置くことができる． 

第11条 本会の会議は，総会および理事会とする． 

第12条 総会は，次の事項を審議決定する． 

（1） 役員の選出 

（2） 事業報告および収支決算 

（3） 事業計画および収支予算 

（4） 会則の改正 

（5） その他 

第13条  総会は年1回，原則として日本体育学会大会の開催地で開催し，当日の出席会員をもって構成す

る． 

第14条 本会の経費は，会費，日本体育学会の補助金ならびに寄付金の収入によって支出する． 

第15条 本会の会費年度は，4月1日より翌年の3月31日までとする． 

第16条 本会の住所は事務局と同じとする．事務局の住所は別紙に定める． 

附則 １．本会の事務局は，総会の議を経て決定し，移転する． 

２．本会は，日本体育学会の依頼により，日本体育学会関連役員等を選出する． 

３．平成24年4月1日より，日本体育学会が一般社団法人に移行したため法令により，「体育心理学

専門分科会」を「体育心理学専門領域」と改称し、本会則の名称を「体育心理学専門領域会則」

と改称する． 

この会則は，平成 21年 8月 27日から施行する． 

この改正会則は，令和 2平成 29年 119月 2810日から施行する． 
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資料７

○収入の部

款 項目 前年度予算 予算案 差額 備考

・前年度繰越金 346,037 463,662 △ 117,625

・年度会費 1,250,000 1,192,000 58,000 2千円×596名（R2.11.18.現在）

・郵便貯金（利息） 5 5 0

・体育学会専門領域補助金 143,583 143,000 583

・特別会計予算より 0 0 0

・令和4・5年度代議員選挙発送費 0 0 0

・当期収入合計（Ａ） 1,739,625 1,335,005 404,620

○収入合計（Ｂ） 2,085,662 1,798,667 286,995

　

○支出の部

款 項目 前年度予算 予算案 差額 備考

・専門領域会報関連費用 小計 350,000 300,000 50,000 第33号発行および第34号作成

会報編集費等 120,000 120,000 0

会報送料 20,000 0 20,000

原稿料 180,000 180,000 0

会報送付用封筒代 20,000 0 20,000

謝礼（会報発行作業補助） 10,000 0 10,000

・学会大会等関連経費 小計 330,000 330,000 0

司会・演者謝礼 100,000 200,000 △ 100,000

会員外交通費補助 0 30,000 △ 30,000 非会員・専門領域非会員対象

国際会議関連費 130,000 0 130,000

セミナー（プレ、ランチョン）費用 0 0 0 昼食代

大学院生学会参加助成 100,000 100,000 0

・研究会/社会貢献活動支援費 研究会/社会貢献活動の支援 200,000 200,000 0

・記念事業積立金 各種記念事業のための積立費用 200,000 200,000 0

・令和4・5年度役員選挙実施費 郵送費，色紙代，文具等 200,000 0 200,000

・事務局事務費 文具、コピー費等 2,000 50,000 △ 48,000

・会議費 理事会，委員会開催費用 320,000 280,000 40,000 旅費交通費・弁当代等

・広報費 HPの管理・充実のための費用 20,000 200,000 △ 180,000 サーバー移転費用

・通信費 会員・専門領域役員連絡費等 0 5,000 △ 5,000

・当期支出合計（Ｃ） 1,622,000 1,565,000 57,000

・予備費（Ｂ）－（Ｃ） 463,662 233,667 229,995

○支出合計 2,085,662 1,798,667 286,995

△は超過

○収入の部

款 項目 前年度予算 予算案 差額 備考

・前年度繰越金 1,200,023 1,400,030 △ 200,007

・記念事業積立金 200,000 200,000 0

・郵便貯金（利息） 7 7 0

・当期収入合計（Ａ） 200,007 200,007 0

○収入合計（Ｂ） 1,400,030 1,600,037 △ 200,007

○支出の部

款 年度 前年度予算 予算案 差額 備考

・記念事業費用 0 0 0

・当期支出合計（Ｃ） 0 0 0

・予備費（Ｂ）－（Ｃ） 1,400,030 1,600,037 △ 200,007

○支出合計 1,400,030 1,600,037 △ 200,007

△は超過

2021年度（令和3年度）予算案

令和3年度予算案（自 令和3年4月　　至 令和4年 3月）

令和3年度特別会計予算案（自 令和3年4月　　至 令和4年 3月）
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